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高田、山田支部も出席し討論

　

県
医
労
第
147
回
中
央
委
員
会

は
１
月
21
日
㈯
盛
岡
市
繋
温
泉

「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
、

中
央
委
員･

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
含

め
17
支
部
66
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

中
央
委
員
会
に
は
、
岩
手
医

労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
か
ら
来
賓

地
域
医
療
�
守
�

働
�
�
�
�
職
場
�
�
�
�
�
！

第　

回
中
央
委
員
会

１４７

が
出
席
し
挨
拶
。「
被
災
３
病

院
の
再
建
を
知
事
が
打
ち
出
し

た
の
は
、
地
元
住
民
の
強
い
思

い
と
労
働
組
合
の
運
動
の
成

果
。
今
後
は
、
大
東
病
院
の
再

建
を
」
と
、
地
域
医
療
を
守
る

運
動
に
、
一
緒
に
奮
闘
す
る
決

意
等
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
被
災
し
た
高
田

支
部
、
山
田
支
部
か
ら
、「
地

域
に
と
っ
て
県
立
病
院
の
入
院

ベ
ッ
ド
は
必
要
不
可
欠
。
早
期

再
建
を
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。県
医
労
友
の
会
か
ら
は「
地

域
医
療
を
守
る
運
動
を
一
緒

に
」
と
、
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

年
末
年
始
の
対
応
に
つ
い

て
、「
支
部
間
で
格
差
が
あ
る
の

は
不
平
等
だ
、
医
療
局
と
し
て

一
致
し
た
対
応
を
望
む
」
と
の

発
言
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

36
協
定
締
結
後
、
２
年
経
過

し
ま
す
が
、
未
だ
に
「
理
解
し

て
い
な
い
上
司
が
い
る
」、「
超

過
務
が
書
け
な
い
」、「
人
手
不

足
で
年
次
が
取
れ
な
い
」、「
助

勤
や
補
助
者
の
時
差
勤
務
で
ギ

リ
ギ
リ
対
応
し
て
い
る
」
な
ど

の
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

　

春
闘
方
針
の
重
点
課
題
、
①

地
域
医
療
を
守
る
た
た
か
い
②

36
協
定
の
更
新
に
向
け
た
取
り

組
み
③
現
給
保
障
の
廃
止
阻
止

④
人
事
異
動
の
意
向
確
認
の
復

活
⑤
衛
生
委
員
会
の
強
化
⑥
月

８
日
以
内
夜
勤
の
点
検
⑦
年
次

の
取
得
促
進
⑧
人
員
増
を
求
め

る
運
動
⑨
組
織
拡
大
の
追
求
は

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
求
実
現
の
た
め
、
組
合
に

結
集
し
ま
し
ょ
う
。

高田支部の病棟開設を報告する
○○中央委員

　

春
闘
幕
開
け
。
中
央
委
員

会
の
前
日
に
、
情
勢
な
ど
を
学

ぶ
学
習
会
と
決
意
を
固
め
る

旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

春
闘
学
習
会
の
最
初
の
講

師
は
、現
在
、岩
手
日
報
に
「
南

部
三
閉
伊
一
揆
」
の
連
載
を
執

筆
し
て
い
る
茶
谷
十
六
さ
ん
。

「
一
揆
に
学
べ
。
一
揆
と
は
心
を

一
つ
に
す
る
こ
と
、
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
」
と
、
県
医
労
の
団
結
強

化
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
人
目
は
日
本
医
労
連
の
吉
村

得
王
彦
さ
ん
。「
県
医
労
こ
そ
、

２
０
１
２
年
春
闘
の
先
頭
を
突
っ

走
れ
！
」と
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

夜
は
、
県
医
労
Ｏ
Ｂ
の
「
友

の
会
」
か
ら
も
８
人
が
参
加
し
、

旗
開
き
を
開
催
。
一
戸
支
部
の
○

○
○
○
○
さ
ん
の
日
本
舞
踊
で

始
ま
り
、
自
宅
が
全
壊
し
た
○

○
元
委
員
長
が
、
被
災
地
、
被

災
者
の
状
況
に
触
れ
な
が
ら
乾

杯
の
発
声
を
し
、
和
や
か
に
懇

談
を
深
め
ま
し
た
。

講師の茶谷十六さん

団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

春
闘
学
習
会
と
旗
開
き
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二
戸
支
部

　１月12日、遠野支部は、たくさんの参加
でにぎやかに。ビンゴゲームは４才のお子
さま主導で、真剣に熱くなる大人たちでした。

　１月13日、二戸支部の旗開きは、恒例
の金盛（きんせい）で。写真は、これも恒例となっ
た舞台に集合。子供がたくさん参加し、ビ
ンゴゲームで大盛り上がりしました。

　１月13日、江刺支部は、院内会議室で
議案説明会に引き続き旗開きを開催。地域
労連等にも案内し、ビンゴゲームなど、最
後まで懇親を深めました。

一
戸
支
部

　１月11日、一戸支部では、年末決起集
会に引き続き、旗開きで新年から、すき焼
き鍋を囲み、ダッシュ。

山
田
支
部

　１月12日、山田支部は、仮設の焼き鳥
屋で旗開き。新しく作った支部旗を前に大
いに語り合いました。

遠
野
支
部

江
刺
支
部

■千厩支部（１月１８日）
■釜石支部（１月１９日）
■久慈支部（１月２６日）
■中部支部（１月２６日）
■東和支部（１月２６日）
■高田支部（１月２６日）
■宮古支部（１月２６日）
■中央支部（１月２７日）
■胆沢支部（１月２７日）
■南光支部（１月２７日）

旗開きを開催した支部

大震災に負けないぞ
き開旗部支
！！

続 々 と
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病
院
再
建
と
地
域
医
療

〜
大
東
病
院
・
花
泉
診
療
所
の
現
状
〜

 

「
い
ま
だ
示
さ
れ
な
い

　
　

大
東
病
院
再
建
方
針
」

　　

東
日
本
大
震
災
津
波
は
、
県

立
病
院
に
も
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。
津
波
で
被
災
し

た
沿
岸
３
県
立
病
院
（
山
田
・

大
槌
・
高
田
）
で
は
県
知
事
選

挙
後
、
病
院
再
建
を
基
本
と
す

る
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
震
に
よ
り
被
災
し
た
大
東
病

院
で
は
、
ま
も
な
く
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
い
ま
だ
再
建
方
針
さ

え
示
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

12
月
27
日
に
は
、
地
域
医
療

を
守
る
住
民
組
織
連
絡
会
と
、

地
域
医
療
の
充
実
・
県
民
の
命

を
守
る
連
絡
会
が
「
県
立
大
東

病
院
の
早
期
再
建
等
を
求
め
る

要
請
書
」
を
、
県
議
会
議
員
や

地
元
一
関
市
議
も
参
加
す
る
中
、

県
知
事
・
医
療
局
長
に
提
出
し
、

改
め
て
早
期
に
再
建
方
針
を
示

す
よ
う
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
一
関
市
大
東
地
域
で
は
、

県
・
医
療
局
か
ら
病
院
再
建
方

針
が
示
さ
れ
な
い
状
況
に
、
こ

の
ま
ま
で
は
震
災
を
理
由
に
統

廃
合
さ
れ
、
入
院
機
能
を
持

た
な
い
無
床
診
療
所
化
さ
れ
る医療局長（左）へ要請書を渡す住民組織代表

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
黙
っ

て
待
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
、

１
月
17
日
に
は
地
元
住
民
が
中

心
と
な
り
、
県
立
大
東
病
院
の

再
建
を
求
め
る
「
早
期
復
旧
対

策
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
２

月
県
議
会
提
出
に
向
け
、
住
民

署
名
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　 
「
頓
挫
し
た
民
間
移
管

　

花
泉
診
療
所
は
県
営
へ
」

　

２
年
前
に
民
間
移
管
さ
れ
た

一
関
市
の
花
泉
診
療
所
で
は
、

移
管
先
の
医
療
法
人
・
白
光
に

よ
る
入
院
対
応
が
困
難
と
な
っ

た
状
況
を
受
け
、
本
年
４
月
か

ら
県
営
に
よ
る
無
床
診
療
所
と

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
12

月
県
議
会
で
も
こ
れ
ま
で
の
県
・

県議会傍聴にのぞむ花泉の住民のみなさん

医
療
局
の
不
十
分
な
対
応
や
、

当
初
よ
り
計
画
自
体
に
無
理
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
議
論
が
集

中
し
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
は

開
設
以
来
施
設
賃
借
料
や
医
療

機
器
代
金
が
未
納
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
公
募
に
際
し
医
療
法

人
・
白
光
と
知
事
と
が
事
前
に

接
触
し
て
い
た
と
す
る
疑
惑
も

明
る
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
県
は
、
県
営
に
戻
す
と

表
明
す
る
際
に
、
無
床
化
に
つ

い
て
は
地
元
一
関
市
も
了
解
し

て
い
る
と
し
ま
し
た
が
、
年
明

け
早
々
の
１
月
４
日
に
は
臨
時

一
関
市
議
会
が
開
催
さ
れ
、「
有

床
」
体
制
な
ど
を
求
め
る
意
見

書
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
地
元
住
民
の
願
い
・
意

見
と
は
、
全
く
相
反
す
る
状
況

も
は
っ
き
り
と
し
て
き
ま
し

た
。

 

「
地
域
医
療
を
考
え
る

     　

 

学
習
会
　
一
関
」

　

２
月
12
日
13
時
か
ら
、
両
磐

労
連
な
ど
に
よ
る
「
地
域
医
療

を
考
え
る
学
習
会
」
が
、
一
関

市
大
東
町
・
大
原
公
民
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
講

演
は
佐
久
総
合
病
院（
長
野
県
）

の
色
平
哲
郎
医
師
が
、
医
師
・

看
護
師
不
足
の
現
状
、
医
療
現

場
の
実
態
な
ど
を
元
に
「
住
民

と
つ
く
る
病
院
〜
地
域
医
療
は

み
ん
な
の
手
で
〜
」
と
題
し
講

演
し
ま
す
。
大
東
病
院
・
花
泉

診
療
所
な
ど
の
運
動
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
も
み
ん
な
で
参
加

し
、
岩
手
に
お
け
る
地
域
医
療

の
未
来
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

in
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岩手医労連第53回女性労働学校
と　　き ２ 月 １８ 日（土）　10：00 ～ 15：30

ところ  水産会館大ホール

10：00　開校
10：20　講座
  講座①　「５局長通知って何？」（仮題）
   講師　中野　千香子さん（日本医労連）
  講座②　「初めての新聞ちぎり絵」（30人限定）
   講師　阿部　信子さん（新日本婦人の会）
  講座③　「健康づくり講座」
   講師    LaLa 職員（盛岡医療生協）
12：10　昼食
13：00　講演「医療・介護に期待するもの
　　　　　　　　　　　　～自分を大切に～」（仮題）
 講師　今泉　清保さん（青森テレビ、報道制作局報道部）
15：00　報告
15：30　閉校　

女性部

生命を生み出す母親は 生命を育て　生命を守ることをのぞみます

～第58回母親大会の日程が決まりました～

第58回日本母親大会 in 新潟

第58回岩手県母親大会 in 一関
と　き　　２０１２年７月２９日（日）
ところ    一関文化センターおよび一関公民館（一関市）

と　き　　２０１２年８月２５日（土）分科会
　　　　　　　　　　　　～２６日（日）全体会
ところ　　朱鷺メッセ（新潟）
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青年部

恐怖の罰ゲーム

来年もAPPIで会いましょう
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年
末
年
始
、
仕
事
が
び
っ
し

り
で
誕
生
日
も
病
院
、
年
越
し

も
病
院
に
な
り
ま
し
た
。

 

南
光
支
部　

ゴ
ネ
オ

　

　

  

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
地
域
住
民

の
方
々
と
共
に
、
毎
朝
ス
ト

レ
ッ
チ
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
仕

事
開
始
か
ら
は
笑
顔
、
笑
顔

…
…
。
楽
し
く
過
ご
し
て
も
、

お
も
し
ろ
く
な
く
過
ご
し
て
も

一
日
は
一
日
！　
楽
し
く
働
い

て
い
ま
〜
す
。

 

高
田
支
部　

ウ
ー
ロ
ン

　

　

　

周
り
が
結
婚
＆
出
産
ラ
ッ

シ
ュ
。出
費
は
か
さ
み
ま
す
が
、

お
め
で
た
い
事
に
、つ
い
笑
顔
。

そ
し
て
、
自
分
も
そ
う
い
う
年

に
な
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
、
つ
く

づ
く
思
い
ま
す
。

 

中
央
支
部　

の
ん
た
ん

　

　

  

バ
タ
バ
タ
と
忙
し
い
中
、
今

　

１
月
24
日
の
毎

日
新
聞
に
「
フ
ラ

ン
ス
で
昨
年
の
合

計
特
殊
出
生
率

（
１
人
の
女
性
が

一
生
に
産
む
子
ど

も
の
数
）
が
２･

０
１
と
な
り
人
口

維
持
の
目
安
と
な

る「
２
」を
４
年
連
続
で
上
回
っ

た
。
経
済
危
機
の
中
『
プ
チ
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
』
が
人
々
に
明
る

い
話
題
を
提
供
し
て
い
る
」
と

あ
っ
た
。
何
で
も
「
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
育
児
と
仕
事
の
両
立

の
し
や
す
さ
、
手
厚
い
出
産
症

例
策
な
ど
」
が
日
本
と
の
違
い

の
よ
う
だ
。
出
生
率
２･

０
１

は
日
本
の
１･

３
９
（
10
年
）

を
大
き
く
上
回
る
。
そ
う
い
え

ば
、
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督

の
映
画「
シ
ッ
コ
」の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
は
、
子
ど
も
を
産
む
度

に
補
助
金
が
増
え
て
、
子
ど
も

が
い
て
も
経
済
的
に
苦
し
く
な

る
事
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
し

12
月
号
パ
ズ
ル

12
月
号
パ
ズ
ル

　

12
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
23
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
12
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

く
り
す
ま
す(

二
戸
支

部
）、
温
み
か
ん
、
３
匹
の
子

ブ
タ
の
母
、
プ
ピ
の
母(

中

央
支
部)

、
ベ
ガ(

磐
井
支

部)

、
ま
ぐ
ろ
、
身
寒(

南
光

支
部)

、ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ(
高

田
支
部
）、
匿
名
希
望
（
大
船

渡
支
部
）、A

R
A
S
H
IC

（
宮

古
支
部
）

月
か
ら
趣
味
と
し
て
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
!!　

ボ
ー
ド
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
つ
つ
、
仕
事
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

趣
味
を
見
つ
け
る
っ
て
大
切
な

こ
と
で
す
ね
〜
!!

 

胆
沢
支
部　

ミ
ニ
ー
ち
ゃ
ん

　

　

　

３
・
11
の
震
災
以
降
、
何
を

置
い
て
も
そ
の
こ
と
が
中
心
に

時
間
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
県

医
労
の
み
な
さ
ん
に
は
、
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
ご

支
援
、
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

大
き
い
事
は
、
す
ぐ
に
は
変

え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
小
さ
い

こ
と
か
ら
ど
ん
ど
ん
要
求
実
現

し
て
い
け
る
よ
う
、
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
年
が
明
る
く
穏
や
か
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

 

中
央
支
部　

プ
ピ
の
母

か
も
、
医
療
費
は
低
額
。
バ
カ

ン
ス
も
あ
る
▼
日
本
は
ど
う
だ

ろ
う
？
今
や
若
者
の
２
人
に
１

人
は
非
正
規
。
も
し
子
ど
も
が

い
る
場
合
、
共
働
き
で
な
け
れ

ば
子
育
て
や
生
活
を
支
え
ら
れ

な
い
▼
政
府
が
考
え
て
い
る

「
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
基
準

を
な
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道

府
県
に
任
せ
て
し
ま
お
う
と
い

う
魂
胆
だ
。
生
ま
れ
た
場
所
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
は
格
差
を
つ

け
ら
れ
る
。
し
か
も
幼
稚
園
と

保
育
所
を
一
体
化
し
た
「
子
ど

も
園
」
の
入
所
は
、
現
在
の
市

町
村
に
申
し
込
む
保
育
所
の
仕

組
み
を
変
え
、
保
護
者
が
自
分

で
探
し
て
契
約
す
る
「
直
接
契

約
」
に
▼
子
育
て
は
親
任
せ
に

し
、
国
は
子
ど
も
に
対
す
る
責

任
を
放
り
投
げ
る
つ
も
り
の
よ

う
だ
。
そ
う
な
の
だ
。
日
本
の

政
治
家
や
官
僚
は
、
出
生
率
を

上
げ
る
事
や
、
こ
の
国
の
将
来

の
責
任
を
負
う
気
な
ど
全
く
な

い
の
だ
。 

（
Ｋ
）

※
ゴ
ネ
オ
さ
ん
、
本
名
も
お
忘
れ
な
く
！



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

２
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

２月の予定
　４日（土）～　５日（日）
 日本医労連東北地方協2012春闘討論集会（大観）
　５日（日） 消費税増税を考える県民のつどい（教育会館）
　５日（日）～　６日（月）
 県医労青年部南部・三陸ブロック交流会（つなぎ）
　９日（木） 県医労給食問題研究会（勤労福祉会館）
11日（土）～12日（日）
 日本医労連看護・介護全国交流集会（伊東）
12日（日） 地域医療を考える学習会in一関
18日（土） 岩手医労連女性労働学校
 岩手県原水協2012年度定期総会
18日（土）～19日（日） 
 岩手医労連青年部ウィンターアクト 
19日（日）～20日（月）
 県医労青年部北部ブロック交流会（紫苑）
 県医労青年部南部ブロック交流会（瀬美温泉）
25日（土） 拡大支部長会議（県民会館）
29日（水） 春闘統一行動日・早朝集会（予定）

◇
現
場
へ
と　

足
は
向
か
わ
ず　

口
先
だ
お
れ

 

（
急
げ
メ
ン
タ
ル
対
応
）

◇
社
会
保
障　

充
実
理
由
に　

大
増
税

 

（
野
田
と
そ
の
仲
間
達
）

◇
急
が
れ
る　

震
災
復
興　

は
や
一
年

 

（
砂
時
計
の
番
人
）

◇
締
め
だ
し
て　

Ｏ
Ｋ
！　
Ｇ
Ｏ
！
で
は　

許
せ
な
い

 

（
原
発
反
対
者
）

◇
地
域
医
療　

崩
壊
招
く　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

 

（
医
療
の
進
む
道
）

３月の予定
　３日（土）～４日（日）
 岩手医労連組織拡大医労連共済担当者会議
 （紫苑）
　４日（日） 東日本大震災津波１年岩手県集会
 （水産会館）
　８日（木） 国際女性デー岩手県集会（勤労福祉会館）
11日（日） なくせ原発！震災・原発事故からの復興を
 ３．11全国一斉行動
15日（木） 春闘統一行動・早朝集会（予定）
22日（金） 拡大支部長会議（水産会館）
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